
平成26年度　鹿児島県医師会在宅医療提供体制推進事業

所属(重複回答有） 所属と職種をお答えください

病院 87人 58%

診療所 27人 18%

訪問看護ステーション 9人 6%

介護施設関係 6人 4%

郡市医師会 5人 3%

地域包括 3人 2%

介護事業所関係 2人 1%

保健所 2人 1%

未回答 2人 1%

県市町村職員 1人 1%

歯科医院 1人 1%

薬局 1人 1%

その他 3人 2%

149人 その他内訳：社協1、栄養士会1、血液センター1

職種

看護師 56人 38%

医師 21人 14%

MSW 19人 13%

事務 9人 6%

(管理）栄養士 7人 5%

PT 6人 4%

ケアマネジャー 5人 3%

訪問看護師 5人 3%

介護職員 4人 3%

保健師 4人 3%

SW 4人 3%

PSW 2人 1%

その他 1人 1%

歯科医師 1人 1%

薬剤師 0人 0% その他：相談員1

未回答 3人 2%

147人

2/5研修会　アンケート147/227名　回答率65%　　県医117名　大島web中継30
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医師会からのFAX・メール 84人 57%

郡市医師会からの案内 37人 25%

行政からの案内 5人 3%

各団体の会合・研修会での

チラシ・HP
15人 10%

その他 4人 3%

未回答 3人 2%

148人

　　

満足 76人 52%

おおよそ満足 58人 39%

どちらでもない 7人 5%

どちらかといえば不満 0人 0%

不満 0人 0%

未回答 6人 4%

147人

１　今回の研修会はどのようにしてお知りになりましたか。

2   本日の研修内容はいかがでしたか。（１つのみ回答）　
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はい 101人 69%

いいえ 23人 16%

わからない 7人 5%

検討中 15人 10%

未回答 1人 1%

147人

活かすことができると思う 77人 52%

部分的に活かすことができると思う 55人 37%

どちらともいえない 8人 5%

あまり活かすことができないと思う 1人 1%

全く活かすことができない 1人 1%

未回答 5人 3%

147人

大いに思った 74人 50%

やや思った 48人 33%

どちらともいえない 11人 7%

あまり思わなかった 1人 1%

全く思わなかった 0人 0%

未回答 13人 9%

147人

4　本日の内容は、今後在宅医療における多職種連携に活かすことができそうですか。(一つのみ回答)

5　本日の研修会を通して、今後在宅医療に取り組もうと思われましたか。(一つのみ回答)

3　あなた、またはあなたの職場は、現在　在宅医療に取り組まれていますか。(一つのみ回答)
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問6　今後在宅医療を地域で取り組む場合、学びたい知識や情報

奄美市 診療所 医師 医療・介護の平準化を目標とした再分配

南大隅

町
診療所 医師 在宅での疼痛緩和（がん末期）麻薬の使い方。

垂水市 病院 医師 在宅での医術

枕崎市 病院 医師
行政や多職種との連携が必要と思われる過疎地域での取り組みの実例
等があれば参考になると思う。

阿久根

市
病院 看護師

今回のような事例とそれまでの取り組みを行ってきた中で大変だった
こと、それをどうして乗り越えたか等具体的に知りたい。

鹿児島

市

訪問看

護ス

テー

看護師 在宅医療の中での訪看の役割で最も大切なことは何でしょうか。

姶良市 病院
(管理）

栄養士
食事の支援をどのようにやっているか知りたいです、

鹿児島

市
病院

(管理）

栄養士
鹿児島県の現状

いちき

串木野

市

病院 MSW 在宅医療を取り組む医師の連携をどのようにとっていけるのか・・・

鹿児島

市
病院 MSW 医療と介護の連携

鹿児島

市

社協職

員
ＳＷ

在宅という名の施設の発想について承知したいです。臼杵方式は、非
常に参考になりました。鹿児島でも早く体制がとれるよう頑張りたい
です。

鹿児島

市
病院 PT

・在宅医療で今一番取り組みが欠けている点。（現場では何を必要と
しているか？）

鹿児島

市
病院 PT

・認知症、薬剤について各症状別の投薬効果、リスク、副作用
・パーキンソン病について　〃
・医療職のみならず、介護職にもわかりやすい内容で研修があれば嬉
しいです。

奄美市
介護施

設関係

ケアマネ

ジャー
実際の課題をテーマにしてグループワークをしたらどうか

奄美市
歯科医

院
歯科医師

言語聴覚士の仕事について知りたい。言語聴覚士をチーム医療に入れ
ていただきたい。食事に対するリハビリの内容を学びたい
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鹿児島

市
医師 その他 大いに参考になると思われた

枕崎市 医師 病院 南薩地域も高齢・少子化で人口減もあり将来はどうなるのか心配であ
る。

阿久根

市
看護師 病院

臼杵市の取り組みはすごいと思った。今後医師会で取り組むテーマで
あるため参考にさせてほしい。

阿久根

市
看護師 病院

地域医療の先端を進んでおられる内容で感動しました。これからの地
域医療には必要であると思いました。しかし現実、自施設・地域でど
こまで連携できるかと思うと羨ましく感じこうなればいいなと思いま
した。

奄美市 看護師 病院

連携をとっていく中で行政との連携が良く問題となっているが、研修
の場に積極的に行政の方との意見交換ができる場を持つことで連携を
とりやすくなり、より地域に密着した地域医療を実施でき、住民の方
の理解もより深まると感じました。

大島郡 看護師 病院 多職種との連携をとりながら在宅での看取りが今後大いに取り入れら
れるよう取り組んで行きたいと感じた。

鹿児島

市
看護師 病院

ネットを使ったシステム構築をリーズナブルに行われており、大変驚
きました。

鹿児島

市
看護師 病院

訪問を増やしたい。要望も多いが、点数低く、マンパワーの確保にも
コストが…。行政的にももっと具体的なシステムを取り組んでもらい
たい・・・。

鹿児島

市
看護師 病院

なんとなし取り組んでいたが、本人の為、家族の為に行い、課題を解
決することが家での生活ができると考えさせられた

鹿児島

市
看護師 病院

本日の研修会とても分かりやすくためになりました。まずは、今の高
齢者に対する在宅医療のすすめが大事なのでしょうが、今後40才↑
の働き盛りの方々の健康管理も大事になるだろうなと思っています。
40歳以上の方々の心身のケアのすすめも広がっていくといいなと感
じます。元気な高齢者になるために…。有難うございました。

鹿児島

市
看護師 病院

県や市の規模で行政と医療がもっと市民の利益を考えてうすき石仏
ネットのような取り組みをしてほしいし、そうすべき。企画、組織力
が鹿児島は足りないと思った。

鹿児島

市
看護師 病院 鹿児島の医療は医師が自分たちの病院の利益を考える人が多い。もう

少し自分の患者さんのことを考えてほしい。臼杵市に見習うべき。

鹿児島

市

(管理）

栄養士
病院 在宅の方々が安心できるとても地道な取り組み。人を巻き込んでいく

事の素晴らしさを教えていただきました。有難うございました。

問7　その他ご意見
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薩摩郡 MSW 病院

現在薩摩郡でも取り組んでいる在宅医療で多職種の連携が非常に大切
だと感じております。本日の研修に参加させていただき、さらに強く
感じることが出来ました。また励みにもなりました。有難うございま
した。

鹿児島

市
ＳＷ その他

在宅医療については医療関係者、福祉関係者、行政関係者等には理解
されつつあると思うが、市民の方々の多くは在宅について知るチャン
スが少ないのでは。もっと新聞が積極的に広報してくれることを期待
しています。

鹿児島

市
PT 病院

行政を巻き込んでリーダーシップを持った先生が目標を明確に定めて
前進する課題に素晴らしいと感激しています。在宅において現在介護
の担い手がうまく育たず、27年改定でさらなる介護崩壊が懸念され
ます。利用者が安心して在宅で過ごすために医療・介護がさらに連携
を深めていく事が必要なのかなと思っています。今日は貴重な講演有
難うございました。

西之表

市
事務 郡市医師会

・医師の高齢化、病院間の連携不足等々在宅医療に踏み切れないのが
現状。
・一つの診療所のみという考えでなく、いくつかの診療所等がチーム
を組みやっていけたらと提案しているのだが、腰が重い状況

日置市 保健師 保健所 コスモスHPでの取り組みを医師の立場から聞くことができ、とても
参考になりました。有難うございました。
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